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『働くことを軸とする安心社

会～まもる・つなぐ・創り出

す～』の実現を目指して！ 
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今
年
も
8
月
6
日
の
「
広
島

原
爆
の
日
」
に
あ
わ
せ
、
広
島

で
8
月
5
日
〜
6
日
に
連
合

平
和
行
動
in
広
島
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

西
部
地
協
か
ら
は
、
邑
智
地

区
か
ら
藤
本
亮
さ
ん
（
邑
南
町

職
労
）
江
津
地
区
か
ら
森
下

晃
さ
ん
（
江
津
市
職
労
）
浜
田

地
区
か
ら
近
重
昌
徳
さ
ん
（
浜

田
市
職
労
）
益
田
・
鹿
足
地
区

か
ら
若
狭
拓
郎
さ
ん
（
吉
賀
町

職
労
）
の
４
名
の
皆
さ
ん
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
島
で
は
、
ピ
ー
ス
ウ

ー

ク
に
参
加
し
原
爆
投
下
の
歴
史

の
検
証
と
語
り
継
ぐ
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
後
、
上
野
学
園

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
広
島
平

和
集
会
に
参
加
し
、
前
段
で
女

性
委
員
会
等
が
作
成
し
た
折
り

鶴
を
献
納
し
ま
し
た
。

平
和
集
会
で
は
、
地
元
連
合
広

島
代
表
者
や
主
催
者
の
連
合
本

部
「
芳
野
友
子
」
会
長
あ
い
さ

つ
、
国
際
労
働
組
合
総
連
合

（
ITUC
）
「
郷
野
晶
子
」
会
長
か

ら
の
あ
い
さ
つ
後
、
中
国
新
聞

社
「
水
川
恭
輔
」
編
集
委
員
か

ら

G
７
サ
ミ

ト
と
ヒ
ロ
シ

マ

と
題
し
て
講
演
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
被
爆
体
験
証
言

と
し
て
「
箕
牧
智
之
」
氏
か
ら

一
瞬
の
う
ち
に
地
獄
と
化
し
た

広
島
の
原
爆
投
下
時
の
実
相
に

つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
続
い
て
、
若
者
か
ら
の
メ

セ
ー
ジ
と
し
て
、
高
校
生
平

和
大
使

ビ
リ
ョ
ク
だ
け
と
ム

リ
ョ
ク
じ

な
い
！

と
し
て
、

「
核
兵
器
の
廃
絶
と
平
和
な
世

界
の
実
現
」
を
訴
え
、
1
年
間

の
取
り
組
み
内
容
と
成
果
な
ど

に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
次
の

平
和
行
動
開
催
地
「
長
崎
」
に

ピ
ー
ス
フ
ラ

グ
を
「
連
合
長

崎
」
に
リ
レ
ー
し
ま
し
た
。

最
後
に
将
来
世
代
に
平
和
で

安
全
な
世
界
を
引
き
継
ぐ
責
任

を
果
た
す
た
め
に
も
、
平
和
を

願
う
す
べ
て
の
仲
間
と
結
集

し
、
核
兵
器
廃
絶
・
恒
久
平
和

の
実
現
に
向
け
た
粘
り
強
い
運

動
を
展
開
す
る
こ
と
を
宣
言
し

た
、
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
の
平
和
ア

ピ
ー
ル
を
参
加
者
全
員
で
確
認

し
ま
し
た
。

西部地協は、6 月 23 日（

金）18 時 30 分～浜田市

内において、連合島根推薦

首長である浜田市長の「久

保田章市」氏をお招きして、浜田市政についての懇

談会を開催した。

 当日は、連合島根から景

山事務局長にも参加いただいた。コロナウイルス感染防止の観

点から規模を縮小し、浜田地区会議議長・事務局長および構成

単組・支部代表者を中心に参加を要請し、総勢 13 名の参加で

開催した。

 冒頭、高平議長および景山事務局長からそれぞれ挨拶を受け

たのち、久保田市長から、パワーポイントを活用して「浜田市

政のビジョンと課題」と題して講演をいただいた。

 講演では、浜田市の人口推移の中で 1955 年以降ずっと減少

していることを踏まえ、人口減少下、浜田市が力を入れている

主な施策として⑴若者対策について①子育て支援の充実②不

妊治療支援③若者ファンドの創設、起業・住宅取得等を支援、

⑵働く場の確保について①事業承継支援②日本海信金の「せが

れ塾」の活用③創業・起業を支援④ふるさと寄付の推進⑤水産

業の振興⑥農業法人の誘致⑦楽天農業の誘致による「有機野

菜」の産地化⑧IT 企業・サービス事業者の誘致などの現在浜

田市で取り組みを進めている施策について具体的にお話をい

ただいた後、意見交換を行った。

続いて同会場にて市長を交え参加者で懇親会を開催し、和気

あいあいのムードの中で、久保田市長との今後の連携と懇親を

深める機会となった。

西
部
地
協
は
、
6
月
の
「
男

女
平
等
参
画
推
進
月
間
」
の
取

り
組
み
と
し
て
、
6
月
17
日

(

土)

に
浜
田
市
「
い
わ
み
ー
る

401
研
修
室
」
に
お
い
て
、
36
名

の
参
加
の
下
、
講
師
と
し
て
島

根
県
立
大
学
国
際
関
係
学
部
の

「
中
村
圭
」
准
教
授
を
お
招
き

し
、「
ジ

ン
ダ
ー
の
知
識
を
正

し
く
ア

プ
デ
ー
ト
し
て
、
人

生
い
っ
ぱ
い
ト
ク
し
よ
う
！
」

と
題
し
て
、「
2023
年
度
ジ

ン
ダ

ー
平
等
推
進
研
修
会
」
を
開
催

し
た
。

講
演
で
は
、
言
葉
で
は
知
ら

れ
て
い
る
「
ジ

ン
ダ
ー
」
の

意
味
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
ジ

ン
ダ
ー
は
現
代
の
必

須
科
目
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や

ジ

ン
ダ
ー
の
視
点
が
な
ぜ
重

要
な
の
か
、
そ
し
て
人
生
の
選

択
の
場
面
で
、
性
別
に
か
か
わ

り
な
く
、
個
性
と
能
力
を
発
揮

で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
や
無
意
識
の
う
ち
に
持
っ
て

い
る
男
だ
か
ら
女
だ
か
ら
と
い

う
偏
見
に
気
が
付
く
こ
と
も
重

要
で
あ
る
と
い
う
内
容
の
講
義

を
受
け
た
。
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2023 年 8 月 20 日（日）告示、8 月 27 日（日）投開票で行われました「益田市議会議員選挙」においては、益田市議会議員候補

の「福原宗男」氏および「平原祐一」氏の推薦を決定し、必勝に向け取り組みの強化を図りました。結果として、「福原宗男」（ふ

くはらむねお）氏および「平原祐一」（ひらはらゆういち）氏の当選を見事果たしました。これまでの益田・鹿足地区会議をはじめ

とする各地区会議幹事会役員各位と構成組織組合員の昼夜を分かたない努力と協力に対して心より敬意を表し感謝を申し上げま

す。

〈2023 益田市議会議員選挙〉

○ 有効投票者数 21,594 人 投票率：58.86％（前回：65.06%）

○ 有権者数   37,043 人

○ 定数 20 名 立候補者数 23 名

氏  名 年齢 得 票 数

１位当選 平原
ひらはら

 祐一
ゆういち 46 歳 １，８９２

10 位当選 福原
ふくはら

 宗男
むねお 76 歳 ９７０

２０２３年度（令和５年度） 
有期・短期・契約等労働者の賃金引き上げや島根県内における若者の雇用促進・労働力確保・中央との賃金格差の是正等、様々

な課題について公・労・使で議論を展開するなかで、労働者全体の底上げ、処遇の改善を図 

るため、島根地方最賃金の引き上げに向けて連合島根は、最大限の取り組みを展開し、全国 

一位となる最低賃金引き上げを実現した。 

◎島根県地域別最低賃金引き上げ結果

  引き上げ額は、４７円で島根 

県の最低賃金は９０４円となる。  

下回ったら法律違反！

【効力発効日】

令和５年１０月６日


